
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年ぶりの平和

コンサートが開催

された。当日は１１

時に会員ボランテ

ィア全員集合でタ

イムテーブルを確

認。開場の１時と

なり観客入場。チ

ケット確認、来賓

者案内、と瞬く間

に時間が経過。１時半に予定通り、青年会員の渡辺レー

ファさんの司会で、中島麻・鳥羽亜矢子デュオコンサー

トの開演となった。中島麻さんには事前に演奏曲は子供

たちにもわかりやすいクラッシックというお願いをしていた

ので、演奏曲の内容や作曲者の国や生い立ちなど説明

頂いたことにより、バイオリンの音がより深く心地よく来場

者の皆様に届いたと思う。 

コンサートが終わり、一般のお客様が退席されたのち、

ステージでは祝賀会/式典が始まり、会長挨拶に続き、目

黒区青木区長をはじめ、登壇した来賓の祝辞、会場の来

賓紹介と続いた。 

その後ホワイエに移動し、二宮啓吉顧問の乾杯で懇親

会が始まった。久しぶりの会員、招待者との歓談に笑顔で

話が弾む。最後は、実行委員長の望月副会長によるお礼

の挨拶と、３本締めで７０周年記念平和コンサート、祝賀

会が閉会した。 

式典では爲季繁会長の目黒ユネスコ協会の設立から

最新の世界情勢も入れた挨拶、これからも目黒ユネスコ

協会がユネスコ精神のもと地域の皆様と一緒に世界の平

和に繋がるよう活動をしていこうという趣旨の言葉が印象

に残った。最後に体調不良のため欠席の加藤玲子名誉

会長からのメッセージをここに紹介させていただく。 

「目黒ユネスコ創立７０周年おめでとうございます。先人の

心を胸に、これからも会員共々心を一つにしてユネスコの

掲げる志を叶えられるように共に歩みましょう」   
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 コンサートを終えて  バイオリン：中島 麻  ピアノ：鳥羽亜矢子 

■2024年 10月 13日（日）13：30開演 めぐろパーシモンホール小ホール （満席） 

創立７０周年記念第５０回目黒ユネスコ平和コンサート  実行委員長 望月 昇 

第２部祝賀会/式典：登壇者：（敬称略）   

目黒区 青木英二 区長 

目黒区教育委員会 関根義孝 教育長 

目黒区議会 小野瀬康裕 議長 

日本ユネスコ協会連盟  鈴木佑司 理事長 

東京都ユネスコ連絡協議会 永野博 会長 

目黒ユネスコ協会 爲季繁 会長 

加藤玲子名誉会長のメッセージ紹介：望月昇 副会長  

司会：齊藤眞澄  副会長 

曲目/パガニーニのカンタービレ、 タルティーニの悪魔のトリル

サンサーンスの死の舞踏、クライスラーの美しきロズマリン 

サラサーテのツィゴイネルワイゼン 他 

 

来場者の声 ＊感動した。＊心が洗われるようだった。 

＊解説もわかりやすく、バイオリンも素晴らしかった。 

第３部祝賀会/懇親会：会場をホワイエに移動し、ビール

で乾杯。都内のユネスコの仲間たち（杉並・新宿・渋谷・

朝日生命・中央区・学び舎・港ユ協他）も一緒に、明日

への活動の継続を誓い合い、嬉しいひとときだった。そし

て言葉には出さないが、世界各地での紛争の早期解決

を参加者一同心から願った。 祝賀会担当 齊藤 眞澄 

目次：平和コンサート 1P、世界遺産・イタリア語・美術教室 2P、関ブロ研・TEATIME・語学教室 3P、お知らせ 4P 

https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1206&cid=4&cid2=13
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


 

 

 

佐渡島の金山は江戸時代から約 400年間、金銀を

産出した日本最古級の金山です。1997 年頃から世

界遺産登録に向け、多くの人々によりその取り組みは

始まりました。遺産の要件である国の文化財に指定・

選定されていなかったため、周辺には多くの人々が

暮らしていて、住民とも長い話し合いが続きました。 

また韓国から「朝鮮半島出身の労働者が、強制的

に働かされた場所だ」と反対の主張がありましたが、「韓国

と緊密に協議しながら、『佐渡島の金山』の全体の歴史を

包括的に扱うよう、努力していく」との日本政府の方針を受

けて、合意を得、2024 年 7 月 27 日、全会一致で世界遺

産となりました。 

佐渡島金山は 1601 年頃に開山され、徳川幕府下では、

小判を製造し財政を支えました。明治時代は火薬を使用

した採掘やトロッコを導入しましたが、平成元年、枯渇によ

り閉山となりました。 

佐渡金山には、全 10 巻にも及ぶ「佐渡金銀山絵巻」が

存在し、江戸中期から江戸末期までの採掘の記録が描き

継がれています。当時の新技術の導入や管理体制の変

化などが細かく描かれた記録は、世界的にも類例がなく、

推薦書の内容にも大きく反映されました。 

「佐渡島の金山」には、3 つの見学コースがあり、その一つ

の抗道を進むと、リアルな人形が観光客を迎えます。人力

による高度な技術の採掘現場が再現されていて、「早く外

に出て酒を飲みてえ」との、とぼやき声も聞こえてきます。 

金鉱脈は東西３ｋｍ、南北 600ｍ、深さ 800ｍ、最深部は海

面下 530m。「道遊の割戸」は、山がV字型に割れていて、

掘り進めた結果であると伝えられています。 

現在も、佐渡には眠っている金脈があるそうです。  

 広報 白岩 葉子 

 

 

 

 

 

 

 

9 月から始まった受託イタリア語初級講座の講師はナポリ出身のピエト

ロ メルリーノ先生です。講座が土曜日なので参加者は男性も多く、年齢

層も様々な 30 名で、毎回笑い声が聞こえます。ピエトロ先生は、クラス全

員ひとりひとりの名前を呼びながら単語の発音や文章などをわかりやすく

教えて下さり、それに対してひとりひとりが答えることで、とても良い学びと

なります。またイタリアで言葉を使う際の習慣や文化なども教えて下さいま

す。先生は日本語も堪能なので、わからないことも質問することができ、

初心者にとっては大変ありがたい講座で、皆さま楽しんで参加しておいでです。         研修 宮城 典子 
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Short News 

「佐
さ

渡島
ど

の金山」がついに UNESCO の世界遺産に！ 

★イタリア語初級講座 

 

 9/21～1/18（土）9：30～11：30 緑が丘文化会館  

   講師：ピエトロ メルリーノ氏 

 

★美術教室「陶芸教室」 

 

「手びねりで抹茶茶碗を作り、お茶のお点前体験」 

2月７日（金）～５回 紅椿窯 ・講師:安原喜彦氏 

 

毎年好評の美術教室、今年度の企画は、「陶芸教室」です。抹茶茶碗を 4回の

ワークショップで制作予定です。ワークショップの５回目には、抹茶（緑ヶ丘文化会

館）をいただく機会も設定しています。自作の茶碗で抹茶を召し上がるひととき

は、格別なものになるのではないでしょうか。茶の湯は世界に誇る日本文化のひ

とつですが、私たちの日々の暮らしの中では、人の心をつないだり、癒しの時間

を与えてくれる身近な文化でもあります。詳しい募集案内は、目黒区報（１月１５

日）をご覧ください。みなさまのご参加を期待しています。  広報 鈴木 やよい 



 

  

 

           

  

 

 

今年度は、東に霞ケ浦、西に筑波山を望む山紫水明

の土浦市で開催された。オープニングイベントでは、土

浦市立土浦第二小学校合唱団 41 名が美しいハーモニ

ーを響かせていた。 

基調講演では、常盤大学学長の富田敬子氏が「持続

可能な開発目標（SDGｓ）―残された 6 年の挑戦―」、

SDGｓの目標達成年は 2030 年で、残りは 6 年、改めて

SDGｓを自分事と考えて、“平和と安全、行動の拡大と加

速化、成功例の共有等が求められる“と語られた。 

その後は、3 分科会に分かれ、提案者の発表と意見

交換がもたれた。目黒ユ協から参加した宮崎富美子さん

と、久富の 2 名は、第 2 分科会「平和活動・世界寺子屋

運動と国際交流」に参加した。提案者の「ミンガラバー・

ユネスコクラブ」は、ミャンマーの現地の学校を訪問し、

支援活動を継続している状況を報告した。 

最後の全体会では、青年活動、ユネスコ国内委員会、

日本ユネスコ協会連盟から報告があった。2025 年度は、

埼玉県で開催される。  

    事務局長 久富 美智子 

 

 

 

 

2020東京

オリンピック

は無観客開

催で、ボラン

ティア活動に

限界があっ

た 。その無

念の思いで、2024Paris オリンピックパラリンピックのボ

ランテイアに出願した。 

オリンピックの閉会式では、アゼルバイジャン代表旗

手をエスコートし、入場行進を共にした。 

パラリンピックでは、ボッチャのアスリートサービスとし

て 13日間、車椅子の選手が快適に会場で過ごせるよう

様々なサービスや誘導などを担当。 大会はほぼ満席

の観客の中、白熱し、その瞬間もどこかで起きている戦

争を期間中は忘れ、国同士スポーツの戦いである平和

の祭典で、フェアにそして意義のあるボランティア活動

が出来た大会だった。     広報 山田 香代 

 

            

                                                       

 教 室  時 間 場 所 講 師 担当者 

１ イタリア語(初中級) 木 14：00～15：30 緑が丘文化会館 シモーナ・マリアーニ 和田 広美 

2 フランス語（初中級） 火 15：00～16：30 ZOOM開催 伊藤クロード・アンヌ 雲野 右子 

3 英語（初中級） 木 10：00～11：30 区民センター社会教育館 ジェフ・モーエン 谷澤眞知子 

4 ドイツ語（初級） 水 10：15～11：45 緑が丘文化会館 イザベル・ゴイ 菱田秀子 

5 中国語（初中級） 金 10：00～11：30 中目黒スクエア 黄 愛華 菱田秀子 

    ボランティア活動報告             ≪TEATIME≫ 

 〜2024Parisオリンピック/パラリンピックにて〜 

 

自主語学講座 ★国際理解・国際交流など、ユネスコ運動推進の一助として活動しております。 

   

 

 ❤参加者随時募集中。 問合・申込は、事前に協会宛、電話、メール等で、ご連絡ください。  研修委員会 

（電話・Email：meguro@unesco.or.jp） 
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2024年度関東ブロック・ユネスコ活動研究会 in茨城  

     進めよう！ 平和を目指して、 

SDGｓは自分事に、いざアクション！ 

 2024年 10月 12日（土） つくば国際大学（土浦市） 

 主催：日本ユネスコ協会連盟 関東ブロック・ユネスコ連絡協議会  

茨城県ユネスコ連絡協議会  

 

mailto:meguro@unesco.or.jp
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■11/13（水）発送連絡会 

★12/1（日）文化講座 2「男女平等は誰のため？」 

★１２/６（金）交流ひろば「長瀞と秩父散策」 

★12/15（日）青少年フエスタ 

▲1/9（木）日本語教室冬期開始 

■１/１５（水）発送連絡会 

■１/18（土）新年会 ＊区役所レストラン・会費５００円 

★1/26（日）文化講座 3 

「心の中に平和の砦を築く」とは？ 

★2/7（金）美術教室「陶芸」 

■自主語学教室 6 講座 
（仏 1・英 1・独 1・伊 1・中 1） 
■事務局（月－金 13：00～16：00） 

11・12月以降の予定 

最新情報は HP からどうぞ 

★ユネスコ文化講座 2 男女平等は誰のため？ 

 
受託 ユネスコ文化講座 2 

改めて考えよう、男女平等は誰のため？ 

～NHK ドラマ「虎に翼」を素材に～ 

講師：浅倉 むつ子氏 早稲田大学名誉教授 

国際女性の地位協会共同代表 

日時：１２月１日（日）14：00～16：00 

会場：中目黒 GT プラザホール 

定員：８０名（先着）  参加費：無料 

申込期間：１０月１5 日～１１月 25 日 ※申込受付中 

申込方法（共通）文化講座 3 を参照。 注）講座名を明記。 

 

■新入会員 どうぞよろしく（敬称略）    

◇ 山田 雅子 ◇ 花房 英里子 

◇会員募集中◇ 趣旨に賛同される方の入会を 

歓迎いたします。 問合せ：事務局（久富）まで。 

 

① 目黒ユネスコ日本語教室 2025 年冬期 

日程；2025 年 1 月 9 日（木）～3 月 22 日（土） 

対象：日本語を習いたい 16 歳以上の方 初級対象 

コース；朝コース、土曜コース、on-line コース 

定員；各クラス８名 

申込；目黒ユネスコ協会 HP 内申込フォームに 

必要事項を記入しメール又は fax で申し込んで下さい。

先着順 12 月 1 日申込開始 

★詳細は目黒ユネスコ協会 HP をごご覧ください。 

② 「ボランティアのための日本語教育研修講座 

－みんなの日本語初級Ⅱ―」 

日程；2025 年 1 月 17 日～3 月 21 日 

（毎金曜・全 10 回） 

対象；日本語支援ボランティア希望者 

会場；目黒区国際交流協会内 会議室 

定員；40 名 

申込；目黒区国際交流協会 HP 上の申込フォームで。 

12 月 1 日申込開始 

★詳細は目黒区国際交流協会 HP をご覧ください。 

 

▲目黒ユネスコ協会 日本語教育事業 

 

★ユネスコ文化講座 3 区報１２月１５日号 

 
受託 ユネスコ文化講座 3 

「心の中に平和のとりでを築く」とは？ 

身近なことから平和を考えてみませんか。 

講師：川上 千春氏  

元日本ユネスコ協会連盟事務局長  

日程：1 月 26 日（日） 14：00～16：00 

会場： 中目黒 GT プラザホール 

定員：８０名（先着）  参加費：無料 

申込期間：12 月１5 日～1 月 20 日 

申込方法（共通）：講座名「1 月 26 日文化講座 3」、 

氏名・同伴者名、住所・電話番号を明記。 

目黒ユ協会 HP の申し込みフォームまたは、 

FAX（03-5725-6160）で申込。 

★共通/対象：目黒区在住・在勤・在学の方優先。 

＊詳細は目黒ユネスコ協会 HP 参照。 

 

今年 7 月、「佐渡島の金山」をはじめ、合計 24 件（文化遺産 19 件、自然遺産 4 件、複合遺産 1

件）が新たに世界遺産リストへ登録され、総数は 1223 件（文化遺産：952 件、自然遺産：231 件、複合遺産：40

件）となった。一方で、文化遺産 41 件、自然遺産 15 件が、世界遺産としての価値が危機的な状況にある「危機

にさらされている世界遺産リスト（危機遺産リスト）」に登録されている。主な原因は、内戦や密猟などである。進

行中のガザ地区の紛争の影響により、世界遺産と同時に危機遺産リストへ緊急登録されたもの（‘The 

Monastery of Saint Hilarion/Tell Umm Amer’ in Palestine’）もある。国内に目を転ずれば、危機遺

産ではないものの、2014年に登録された「富岡製糸場と絹産業遺産群」の、「富岡製糸場」は、入場者数が10 年

前と比較し、およそ 73％減少するなど低迷が課題となっている。私たちが未来の世代に引き継いでいくべきか

けがえのない宝物である世界遺産を、一人一人が注目し守っていく重要性を感じている。      遠藤 裕子 

編集後記  


